
2023
年度

（応札年度）

2020年代 2030年代 2040年代 2050年度

＜電源＞

姫路天然ガス
発電所
3号機

＜燃料種＞

e-methane

姫路天然ガス発電所 3号機の脱炭素化ロードマップ

2024年10月
大阪ガス株式会社

＜前提条件＞
✓ メタネーションの実証試験が成功し、技術開発が実現できていること。実証運転を通じて、安定してメタネーション技術を活用できること。
また、実証ベースから、スケール化を図り、メタネーション技術の商業利用が可能であること。

✓ 脱炭素燃料転換の投資に係るオークションでの落札、その他制度・支援策による固定費回収が可能であること。また、制度・支援策の適用を通じた
燃料費回収が可能となり、適切な投資回収の確保が可能であること。

✓ 本発電所へのe-methaneの混焼に際して、関係当事者(金融機関、地元、行政等)との間で合意形成できていること。

様式３

長期脱炭素電源
オークション
で落札

建設工事
（2026～2030）

LNG専焼運転

運転開始
2030年度

2030年代後半
長期脱炭素電源オークションで落札

e-methane
（原料はブルー水素又はグリーン水素)

※40年代前半：10～20％程度、
 40年代後半：40～50％程度、
 以降、50年に向けて混焼比率向上

e-methane混焼運転

改修工事

※環境アセス完了済み
運転開始
2040年代前半

2040年代後半
長期脱炭素電源オークションで落札

e-methane導入に
改修工事が必要な場合

e-methane
専焼運転

運転開始
2050年度頃

改修工事



2023
年度

（応札年度）
2020年代 2030年代 2040年代 2050年度

＜電源＞

姫路天然ガス
発電所
3号機

＜燃料種＞

e-methane

姫路天然ガス発電所 3号機の脱炭素化ロードマップ
2023年10月

大阪ガス株式会社

＜前提条件＞
 メタネーションの実証試験が成功し、技術開発が実現できていること。実証運転を通じて、安定してメタネーション技術を活用できること。
また、実証ベースから、スケール化を図り、メタネーション技術の商業利用が可能であること。

 脱炭素燃料転換の投資に係るオークションでの落札、その他制度・支援策による固定費回収が可能であること。また、制度・支援策の適用を通じた
燃料費回収が可能となり、適切な投資回収の確保が可能であること。

 本発電所へのe-methaneの混焼に際して、関係当事者(金融機関、地元、行政等)との間で合意形成できていること。

様式３

長期脱炭素電源
オークション
で落札

建設工事
（2026.4～2030.3）

LNG専焼運転
（2030.4～2040.3）

運転開始
2029年度

2030年代後半
長期脱炭素電源オークションで落札

e-methane
（原料はブルー水素又はグリーン水素)

e-methane
専焼運転

※40年代前半：10～20％程度、
40年代後半：40～50％程度、
以降、50年に向けて混焼比率向上

e-methane混焼運転
（2040.4～2050.3）

改修工事

※環境アセス完了済み
運転開始
2040年度

運転開始
2050年度

2040年代後半
長期脱炭素電源オークションで落札

改修工事

e-methane導入に
改修工事が必要な場合
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